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初代RIVALはコロンビアブランドの基準となる性能で発売され、NO RIVAL、ARCH RIVALと更なるリアクションを求め変化
してきました。今回のこのPERFECT RIVALも例外ではなく、初代RIVALを基準とし、よりオイルに強くパーフェクトな軌道を描き
ピンヒットする性能に仕上がっています。
初代RIVALの良さは曲がり過ぎず曲がらなさ過ぎず、ミディアムコンディションを中心に対応幅が広い性能でありました。
派手なリアクション特性ではなかったものの、一度使用した方がまたRIVALを購入し直す人も多く見受けられました。
その点NO RIVAL、ARCH RIVALは曲がり幅を大きく、尚且つバックエンドのリアクションイメージを強めた為、使えるコンディ
ションに悩まれた人も多かった事でしょう。
このPERFECT RIVALは初代RIVALのリアクション特性をそのまま受け継ぎ、手前のオイルが厚い時にも安定したスキッド・
転がり感を確保できるようパワートルクをやや手前にし、曲がり始めをやや早めた事によるライン取りのしやすさと初代ライバルの
イメージのままでよりオイルを求め投球できるボールに仕上がりました。
暴れるくらいバックエンドでの激しいリアクションのボールも時には必要であるし、そのリアクションが邪魔になる時もあるでしょう。
初代RIVALが多くのニーズを得たのは、ボールの性能の激しさよりも安定した転がり・自分自身でコントロールする曲がりだった
と思われるのです。
派手なリアクションのボールレパートリーの中にこのボールをラインナップに加え、さらにアジャストできる幅を広げてください。

コロンビア社最新のカタログボール。
初代RIVALのまがりそのままにオイルキャッチを強化。重厚なピンアクションも絶品です。
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